１．題材名　小学校第６学年「安全な生活」（内容（２）−カ）
２．題材の目標

○登下校中の性被害の危険に気づき、性被害から身を守る行動をとることができる。
３．題材について

○題材設定の理由
本題材は、心身ともに健康で安全な生活態度の形成に関わる内容である。毎日利用する通学路にも性被害の危険が潜んでいることを、意識せずに登下校している児童は多い。身の回りの危険に気づき、危険を予測した行動がとれることで、性被害を防ぐことができると考え、本題材を設定した。
　○本題材の指導
事前に、通学路で怖いと思う場所や危険だと思う場所を意識して登下校させ、通学路の危険や安全を意識できるようにする。体育科保健領域「けがの防止」に関連づけて指導しても良い。本時では、通学路が近いグループで地図をつくることで、気づきを共感しやすくし、登下校の際にお互いが協力する、注意しあえる関係をつくる。また、危険な場所に気づき、どのようにすれば危険を回避できるかを考える。２時間扱いとし、第１時は地図作りを中心活動とする。第２時は地図の仕上げと発表をおこない、情報を共有し事後へつなげる時間とする。事後には、地区別児童会で作成した地図を発表し、他学年へ伝えることで知識の定着をはかり、より防犯意識を高められるようにする。
４．指導計画
	
	日　時
	活　動　内　容

	事　前
	帰りの会
（前日）
	○通学路で怖いと思う場所、危険だと思う場所を意識して登下校させる。

	本　時
	7月中
	○安全マップを作り、登下校時の具体的な危険回避行動を考える。

	事　後
	地区別児童会
	○地区別児童会で安全マップを発表する。


５．展開例

目指す児童の姿

	集団活動や生活への

関心・意欲・態度
	集団の一員としての

思考・判断・実践
	集団活動や生活についての

知識・理解

	自己の生活の充実と向上にかかわる問題に関心をもち、自主的に日常の生活や学習に取り組もうとしている。
	楽しく豊かな学級や学校の生活をつくるために、日常の生活や学習の課題について話し合い、自分に合ったよりよい解決方法などについて考え、判断し、実践している。
	楽しく豊かな学級や学校の生活をつくることの大切さ、そのための健全な生活や自主的な学習の仕方などについて理解している。

	　
	主な学習活動
	○指導上の留意点　　　◆評価
	資　料　等

	導入
10

分
	1. 性被害とはどんなことを言うのか、聞いたことや経験したことを話し合う。
〈予想される反応〉
・痴漢、誘拐
・性器を見せられた
・声をかけられた
・写真を撮られた
	○自分が聞いたことや経験したことを自

由に話し合える雰囲気を作る。
○あらかじめ通学路が近い者どうしのグループを作っておく。
○実際に被害にあった児童がいることがわかっている場合、事前にアンケートをとるなどの実態調査をして提示する。

	事前調査用紙


	展開

35
分

	2.性被害について、発生しやすい時間帯や場所について考える。
〈予想される反応〉
（時間帯）

・午後２時〜6時
〈理由〉

・一人になる
	○資料を見て性被害が起こりやすい時間帯や理由について自由に発言させる。
○時間帯と理由を関連付けて考えられるようにする。

	資料１
警視庁資料


	
	3.通学路で一人になる場所や、大人の目が届かない場所を考え、校区の安全マップを作る。
〈予想される反応〉
・ここの通りは、街灯がな

　くて暗いから危ないね。

・近くに安心の家がある

から、何かあったら助けを求めることができるね。
・ここには交番があるから
　安心だね。

・車の通りが多いから、交

差点は気をつけて通らないといけないね。
	○登校グループに分かれ、通学区の地図に危険な場所や、困った時に逃げ込める場所などを書き込ませる。
・各箇所で被害に遭わないための方法も考える。
・地図への書き込みは、「大人の目が届きにくい場所」「一人になりやすい場所」など、ポイントを見つけられるように支援する。
・「こどもを守る安心の家」を確認しておく。
・性被害の視点だけでなく、事故や危険箇所についても書き込み、「みんなが安心して通えるための地図づくり」にすることにより、防犯意識を高める。
	資料２
通学路地図

	展開

35
分
	
	＜第1時はここで終了。第2時で地図を完成させる。＞
	

	
	4.完成した地図をグループごとに発表する。
	○工夫した点を中心に、要点的に発表させる。
	

	まとめ
10
分
	5.実際に被害にあった場合、どのようにすれば良いかをカードに記入し発表する。
【自己決定】
〈予想される反応〉

・安心の家に助けを求める。
・交番まで走る。
	○自分の通学路を想定し、実際の場面でどのようにすれば良いか具体的に考えさせる。

◆【思考・判断・実践】
実際に被害にあった場合、どのようにすれば良いか具体的に考え決定している。（学習カード・発表）
	学習カード


めあて：性被害にあわないためにどうすればいいのか考えよう。　











